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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額（右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に上限年率1.65%(税抜1.5%)を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

基準価額 4,051 円

純資産総額 161.2 億円

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 0.45% 1.52% ▲ 1.32% 8.17% 17.38% 79.00%※基準価額は1万口当たりです。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の決算日、および設定日との比較です。

※設定来の騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動する成果を目指した運用を行っておりません。そのため、

特定のベンチマークおよび参考指数を設けておりません。
※騰落率は小数点第3位を四捨五入しております。

　ポートフォリオ構成比率

アジア・ニュージーランド債券マザーファンド 19.6%

フランクリン・テンプルトン・オーストラリア債券ファンド（適格機関投資家専用） 79.4%

短期金融商品・その他 1.0%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

過去１年間の分配実績 (1万口当たり・税引前）

決算日 分配金 決算日 分配金 決算日 分配金

2023/12/20 10円 2024/04/22 10円 2024/08/20 10円

2024/01/22 10円 2024/05/20 10円 2024/09/20 10円

2024/02/20 10円 2024/06/20 10円 2024/10/21 10円

2024/03/21 10円 2024/07/22 10円 2024/11/20 10円

設定来分配金合計 10,160 円

※運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2024年11月20日現在

　投資対象国の債券利回り(％)

　為替レートの状況（対円）

※ニュージーランドは10年物、タイは2年物、その他は5年物国債利回りです。
また、当該日前営業日のデータを使用しています。

※為替レートは対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値です。
※インドネシア・ルピアに関しては、100倍して表示しています。

（出所：BloombergデータよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

（出所：投資信託協会データよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

設定日 前期末 当期末 設定来 前期比

2009/12/17 2024/10/21 2024/11/20 騰落率 騰落率

オーストラリア・ドル 81.01 100.19 101.30 25.1% 1.1%

インドネシア・ルピア 0.96 0.97 0.98 2.1% 1.0%

ニュージーランド・ドル 64.71 90.78 91.69 41.7% 1.0%

タイ・バーツ 2.71 4.51 4.49 65.7% ▲ 0.4%

マレーシア・リンギット 26.28 34.69 34.67 31.9% ▲ 0.1%

通貨名

設定日 前期末 当期末 設定日との 前期末との

2009/12/17 2024/10/21 2024/11/20 比較 比較

オーストラリア 5.02 3.94 4.18 ▲ 0.84 0.24

インドネシア 8.95 6.42 6.70 ▲ 2.25 0.28

ニュージーランド 5.72 4.43 4.61 ▲ 1.11 0.18

タイ 2.16 2.11 2.07 ▲ 0.09 ▲ 0.04

マレーシア 3.76 3.55 3.64 ▲ 0.12 0.09

発行国

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　アジア・ニュージーランド債券マザーファンドの状況

　

　フランクリン・テンプルトン・オーストラリア債券ファンド（適格機関投資家専用）の状況
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＜種類別構成比率＞

（出所：フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社の月次運用レポートよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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＜発行国・地域別構成比率＞

※構成比率は、作成基準日現在の「アジア・ニュージーランド債券マザー

ファンド」の純資産総額に対する比率です。 小数点第2位を四捨五入

しているため、合計が100%とならない場合があります。

※当マザーファンドは、ソブリン債（国債、政府保証債等）と概ね同等の投資効果が期待できる債券へ投資する場合もあります。

※構成比率は、作成基準日現在の「フランクリン・テンプルトン・オーストラリア

債券ファンド（適格機関投資家専用）」の純資産総額に対する比率です。

小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%とならない場合が

あります。

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券

※デュレーションとは投資元本の平均回収年限のことを言い、対象債券

のクーポンが同じであれば残存期間が長いほどデュレーションは長く

なります。また、金利変動に 伴う債券価格の変動性を示す指標として

用いられ、一般的にこの値が大きい程、金利変動に伴う債券価格の
変動リスクが大きくなります。

＜保有債券の信用格付別構成比＞
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短期金融商品・その他

AAA

AA

A

BBB
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※信用格付は主要な信用格付業者等の信用格付を基に記載しています。

＜ポートフォリオの特性＞

保有債券の平均最終利回り 5.10%

保有債券の平均直接利回り 3.58%

ファンド全体のデュレーション 5.18年

＜保有債券の信用格付別構成比＞

AAA 32.7%

AA 26.2%

A 25.8%

BBB 15.3%

※信用格付は主要な信用格付業者等の信用格付を基に記載しています。

構成比は、「フランクリン・テンプルトン・オーストラリア債券ファンド（適格

機関投資家専用）」の組入債券の評価額の合計に対する比率です。

＜ポートフォリオの特性＞

4.41%

4.49%

5.33年

保有債券の平均最終利回り

保有債券の平均直接利回り

ファンド全体のデュレーション
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　ファンドマネージャーのコメント

第179期 （2024年10月22日～2024年11月20日）

※フランクリン・テンプルトン・オーストラリア債券ファンド（適格機関投資家専用） の運用会社であるフランクリン・テンプルトン・
ジャパン株式会社からの情報を参考のうえ作成しております。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券

＜投資環境＞

アジア・オセアニア地域の債券市場では、投資国の債券利回りが概ね上昇（価格は低下）しました。

オーストラリア債券市場では、利回りが上昇しました。10月中は、米経済が底堅いとの見方が市場で広がったことを受けて米国債券利

回りが上昇し、オーストラリアの債券利回りも上昇しました。11月に入ってからは、オーストラリア準備銀行（中央銀行、RBA）は8会合連

続で政策金利を据え置き、声明文では基調的なインフレ率は依然として高すぎると指摘し、インフレが鎮静化するまで金融政策は十分抑

制的である必要があるというタカ派的（利上げに積極的）なスタンスを維持したことで、オーストラリアの債券利回りは上昇基調を辿りま

した。また、米国ではトランプ氏の大統領選勝利を受け、経済政策の転換による財政赤字拡大やインフレ高進が懸念されるなか、米国債

利回りが上昇したこともオーストラリアの債券利回りの上昇要因となりました。作成期末にかけては、米連邦議会選で共和党が上下両院

で過半数を維持することが確実となり、米国の財政状況を巡る警戒感が一段と強まったことを背景に米国債利回りが更に上昇したこと

から、オーストラリアの債券利回りも高位で推移しました。

アジア・オセアニア地域の為替市場では、投資通貨が対円でまちまちの動きとなりました。

オーストラリアドルは対円で上昇しました。10月中は、オーストラリアの債券利回りの上昇により日豪金利差の拡大が意識されたこと

から、オーストラリアドル買い・円売りの動きが優勢となる場面もあった一方、月末に発表された第3四半期の豪消費者物価指数（CPI）

と9月の豪小売売上高は市場予想を下回ったことを受けて、RBAの早期利下げ観測が強まり、一時的にオーストラリアドル安・円高に転

換しました。11月に入ってからは、RBAの理事会での政策スタンスが引き続きタカ派的であったことから、オーストラリアドル高・円安が

進みました。作成期末にかけては、米国で共和党が大統領職と上下両院を握る「トリプルレッド」の達成が確実となり、トランプ次期政権

下でのインフレ高進などが意識されたため、米ドル高・円安が優勢となるなか、対オーストラリアドルでも円安が進みました。

＜運用経過＞

当ファンドにつきましては、アジア・ニュージーランド債券マザーファンド（以下ANマザーファンド）を20％程度、フランクリン・テンプル

トン・オーストラリア債券ファンド（適格機関投資家専用）（以下FTファンド）を80％程度組み入れて運用を行いました。

ANマザーファンドについては、債券組入比率を概ね高位に維持し、利息収入の確保を図りました。

FTファンドについては、金融債、リート・セクター等を中心とした社債の投資比率を高位としました。デュレーションについては、市場動

向に応じて調整を行いました。

なお、収益分配金に関しては、1万口当たり10円（税引前）とさせていただきました。

＜今後の運用方針＞

アジア・オセアニア地域の債券市場は、欧米の金融政策やグローバルな景気動向を睨んで不安定な展開が継続すると考えます。

オーストラリア債券市場については、もみ合う展開になると予想します。RBAは11月の理事会において、8会合連続で政策金利を据え

置きました。声明文では「インフレが持続的に目標に向かって減速していると確信するまでの間は、金融政策は十分抑制的である必要が

ある」との文言が維持されました。一方で、その後公開された理事会の議事要旨では「過去の情報に過度に依存して経済状況の変化への

対応が遅れることを避け、将来を見据えた姿勢を維持することが重要」と指摘されたことを受けて、一部の市場参加者からはRBAが

徐々に利下げ開始に近づいていると受け止められました。このようにRBAの政策に先行き不透明感が強い中、オーストラリアの債券利

回りは方向感に乏しい展開になると予想します。

アジア・オセアニア地域の為替市場は、グローバル景気の先行き不透明感が強まっていることから、方向感に欠ける展開になると考え

ます。

オーストラリアドルについては、引き続きRBAおよび日銀の今後の金融政策のスタンスには注意が必要ですが、オーストラリア経済の

安定性、オーストラリア債券の相対的に魅力的な利回り、高水準の資源価格などを背景に、対円で底堅く推移することが期待されます。

当ファンドの運用方針につきましては、ANマザーファンド、FTファンドの組入比率の合計を高位に保ち、当面は、現状程度の組入比率

で推移させる方針です。
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　ファンド情報

設　定　日 2009年12月17日

償　還　日 原則として無期限

決　算　日 毎月20日(休業日の場合は翌営業日)

　ファンドの特色（1）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　ファンドの特色（2）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　投資リスク（1）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　投資リスク（2）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　お申込みメモ

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　ファンドの費用

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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　販売会社について（1）

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

アーク証券株式会社 関東財務局長（金商）第1号 ○

アイザワ証券株式会社 関東財務局長（金商）第3283号 ○ ○ ○

あかつき証券株式会社 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○

阿波証券株式会社 四国財務局長（金商）第1号 ○

今村証券株式会社 北陸財務局長（金商）第3号 ○ ○

永和証券株式会社 近畿財務局長（金商）第5号 ○

auカブコム証券株式会社 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

ＦＦＧ証券株式会社 福岡財務支局長（金商）第5号 ○ ○

香川証券株式会社 四国財務局長（金商）第3号 ○

極東証券株式会社 関東財務局長（金商）第65号 ○ ○

寿証券株式会社 東海財務局長（金商）第7号 ○

三縁証券株式会社 東海財務局長（金商）第22号 ○

静岡東海証券株式会社 東海財務局長（金商）第8号 ○

島大証券株式会社 北陸財務局長（金商）第6号 ○

株式会社証券ジャパン 関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

荘内証券株式会社 東北財務局長（金商）第1号 ○

新大垣証券株式会社 東海財務局長（金商）第11号 ○

株式会社しん証券さかもと 北陸財務局長（金商）第5号 ○

大熊本証券株式会社 九州財務局長（金商）第1号 ○

長野證券株式会社 関東財務局長（金商）第125号 ○

南都まほろば証券株式会社 近畿財務局長（金商）第25号 ○

ニュース証券株式会社 関東財務局長（金商）第138号 ○ ○

播陽証券株式会社 近畿財務局長（金商）第29号 ○

光証券株式会社 近畿財務局長（金商）第30号 ○ ○ ○

北洋証券株式会社 北海道財務局長（金商）第1号 ○

益茂証券株式会社 北陸財務局長（金商）第12号 ○

松井証券株式会社 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○

水戸証券株式会社 関東財務局長（金商）第181号 ○ ○

明和證券株式会社 関東財務局長（金商）第185号 ○

山和証券株式会社 関東財務局長（金商）第190号 ○

楽天証券株式会社 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

商号 登録番号

加入協会

※岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産等取引業協会にも加入しております。

アジア・オセアニア債券オープン（毎月決算型） （愛称 アジオセ定期便）
追加型投信／海外／債券
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取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

三晃証券株式会社 関東財務局長（金商）第72号 ○

ＪＩＡ証券株式会社 関東財務局長（金商）第2444号 ○ ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

武甲証券株式会社 関東財務局長（金商）第154号 ○

（登録金融機関）

株式会社青森銀行 東北財務局長（登金）第1号 ○

株式会社イオン銀行（委託金融商品取引
業者：マネックス証券株式会社）

関東財務局長（登金）第633号 ○

株式会社ＳＢＩ新生銀行(委託金融商品
取引業者：マネックス証券株式会社)

関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社沖縄海邦銀行 沖縄総合事務局長（登金）第3号 ○

株式会社北日本銀行 東北財務局長（登金）第14号 ○

株式会社三十三銀行 東海財務局長（登金）第16号 ○

株式会社静岡銀行 東海財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社静岡中央銀行 東海財務局長（登金）第15号 ○

株式会社福岡中央銀行 福岡財務支局長（登金）第14号 ○

ＰａｙＰａｙ銀行株式会社 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○

株式会社北都銀行 東北財務局長（登金）第10号 ○

株式会社みちのく銀行 東北財務局長（登金）第11号 ○

株式会社南日本銀行 九州財務局長（登金）第8号 ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について（2）

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

（注） 販売会社によっては、現在、新規のお申込みを受け付けていない場合があります。
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